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研究会後の作業 

   
未来の京都創造研究会報告の構成等について（案） 

  

 

 

 

 

 

部会間の 
情報共有 

基本計画の在り方 
１ 今，改めて基本計画の在り方を検討する意義 
２ 次期基本計画の在り方についての提案 

(1) 計画の枠組みの在り方の提案 
① 計画の位置付け      
② 計画の期間     
③ 計画の内容（戦略的かつ簡潔・明瞭な計画に） 
・ 京都の未来像と「融合」による重点戦略の設定 
・ 総合的な政策体系を簡潔に示す分野別方針の策定 
・ 行政経営との一体化 
・ 実施計画の策定 
・ 区基本計画や都市計画マスタープラン等との連携 

(2) 計画の策定方法の在り方の提案 
・ 市民が主体となり，市役所が協働する仕組みづくり 
・ 市会における十分な審議 

(3) 計画の策定後のマネジメントの在り方の提案 
・ 次期基本計画の策定を機に意思決定に一層活用されるよう行政評価システムを再構築 
・ 点検委員会等の定期的な開催などにより，注力すべき取組を柔軟に変更するなど計画が

進化していく仕組みを構築 
・ 社会経済情勢の変化や未来像の実現に向けた戦術の変更などにより，目標値を柔軟に見

直す 

未来の京都創造研究会報告（案） 

重点戦略（概要） 
Ａ 人々が交流し，創造する都市の形成による京都市の活性化 
Ｂ 京スタイル したはる？ 
Ｃ 広がる共助，変わる公助 ～ ジリキ（地力，自力）が育てる心地いい京都流コミュニティ ～
Ｄ Ｕ２４サポーターズクラブによる人と人とのつながり・支えあい  

○重点戦略の詳細な説明 
・重点戦略の内容 
・重点戦略を絵や図で表したもの 
・重点戦略を裏付ける関係データ 

○その他関連資料 
・研究活動の中で収集，作成した統計や他都市などの基礎データ 
・視察や企業等へのヒアリングなどの調査・研究活動の内容 

部会の運営方法  

（第３回研究会で議論）

京都市をとりまく現状  

・ 少子高齢化及び人口減少社会への対応  ・ 地域力の回復  ・ 自然環境の保全と都市環境の向上
・ 京都の伝統・技術を活かした活性化   ・ 地方分権の推進 

第４回における検討 

・ 未来の京都創造研究会中間報告の審議 

・ 重点戦略に係る議論 

京都の未来像 

① 理念的な未来像 
『地域主権時代のモデル都市 ～京都発，京都流～』 

② 具体的な未来像 
生活・地域  
● 誰もがすべてのライフステージを楽しめるまち 
～ 子ども，若者，お年寄りに笑顔，安心，いきがい，夢を ～ 

● 助け合う地域，見守る社会，住み続けたい京都 
 ～ これまでの資源を活かした市民主体による京都ならではの風を感じるｺﾐｭﾆﾃｨづくり ～ 
 
都 市 
● 京都らしさを生かした環境先進都市 
 ～ 環境を基軸に新たな京都型の生活・産業・観光・交通スタイルの開発 ～ 
● 交流の場を広げ発展し続ける都市 

   ～ ひと・もの・情報を呼び込み，経済を活性化させる ～ 

各種審議会，委

員会等との連

携，調整 

１００人委

員会との連

携，交流 

資料２ 

（
中
間
報
告
） 

《重点戦略に対する主な意見》 

(Ａユニット) ～京都の強みを生かして都市の活力を高める～ 
・様々な違った要素が集まる場で何かが生まれる。そのための条件，場等のイメー

ジはあるか。 
・京都では伝統産業等で普通のものであっても質が高い。普通のもの，目立たない

ものが衰退するのが問題であり，そこに着目し，維持することが必要。 
・２つの重点戦略を一緒に練り上げていき，いい意味での交流，融合が行われると

異なるものが出てくるのでは。その際，伝統産業に成長というキーワードを入れ，
これまでの施策を超えるものを考えていく必要がある。 

・産業を育成する物理的な場をイメージしてはどうか。 
・現行基本計画の第２章に関わる戦略。これまでの取組で成果が出ていないならば，

取組の再編集，視点の変更が必要ではないか。 
(Ｂユニット) ～環境・観光先進都市になる～ 
・観光客向けという観点で見るよりは，京都に暮らす方々の視点で提案していく方

がよいのでは。 
・観光・環境・交通のトライアングルについてであるが，産業・世帯・家計などの

視点も取り入れていき，イメージ図もバージョンアップしていけばいいのではな
いか。 

(Ａ，Ｂユニット共通) 
・和のライフスタイルと京都のライフスタイルなど，うまく共通するものがあれば，

相乗的な効果を意識すればどうか。 
(Ｃユニット) ～助け合う地域，見守る社会，自慢の故郷づくり～ 
・何故地域コミュニティが必要なのかという統一した認識がないと組織としての対

応がバラバラになる。 
・企業をどのようにコミュニティに関わってもらうかも検討課題 
・町内会への参加は損得の問題ではないという考え方，支え合って生きていくため

互いに負担していくという価値をどうやって作っていく，広げていくのかが大
切。行政として，どのように関わるのかを考えていくべき。 

(Ｄユニット) ～少子高齢化時代のモデル都市になる～ 
・未来像は３世代に分けなくてもよいのではないか。全ての世代が笑顔，夢，安心，

生きがいをもつべき。 
(Ｃ，Ｄユニット共通) 
・１０年後の京都における自治会のイメージはどのようなものか。また，地域に関

係なく新しい地域づくりをするなどの議論はあったか。 
（その他） 
・どのようにしてアウトプットを出したかという会議の持ち方自体が成果 
・重点戦略の打ち出し方として，シンボル的な意味を持たせる提案をしては。 
・これまでの市役所の業務の進め方の問題点，表現の仕方に問題点があるのではな

いか。ライフスタイルごとにまとめると，案外部分的に課題があることが分かる。
・市役所以外からの意見の取り入れ方についても提案してはという議論があった。
・原案は事務局が提案し，重点戦略にどう重ねていくのかという視点を持って議論

していれば，もっと面白い議論ができたのではないか，と感じた。 

自治体計画行政の 

現状と課題 

（第１回研究会で議論）

京都の未来像  

（第２回研究会で議論）

各部会に
おける議
論との全
体調整 

最終報告に関す

る委員の確認後，

座長とりまとめ 

研究会意見に

よる重点戦略

の修正作業（ユ

ニット活動） 

（
今
回
追
加
部
分
）

（
別
冊
） 

未
来
の
京
都
創
造
研
究
会
報
告
（
本
冊
） 

部会における検討 

政策課題ごとに，目標，

課題，重点戦略をパッケー

ジで検討 

第５回における検討 

・ 重点戦略に係る議論 

・ 最終報告の構成等に関す

る議論 

 

 


